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【ものづくり ・ 人づくり ・ 地域づくり】 2018 年度活動テーマ　～素材を活かしてわが家の味～

特別増資 500250　生協子ども基金 500252 にて毎週受け付けています、 ご協力の程宜しくお願い致します。

6/9 （土） の総代会 （午前）、 組合員交流会 （午後） にぜひお越しください !

総代会議案書を
配布しています。

2018 年 6 月の予定

●生協基幹運営／地域活動 ・ 催し● ●提携 ・ 協同 ・ 連帯企画●

【定期開催の催事】

• 6 月ゴンタの丘 「常総っこ応援団」 は日程調整中。

• 毎月第 1 土曜日に青空マルシェを開催しています。

6/5 （火） 私たちのくらしと憲法

6/9 （土） 第 45 回常総生協通常総代会

6/11( 月） 脱原発とくらし見直し委員会

6/15 （金） 歴史を学ぼう - 未来のために

6/1 （金） 鈴木牧場牛乳プラント工房完成式

　　　　　　　GMO フリーゾーン全国集会実行委員会

6/2 （土） わんぱく ・ じょうそう合同会社総会

　　　　　　　どきどきファーム牛久出店

6/15 （金） 日本生協連合総会

6/16 （土） どきどきファーム牛久出店

6/17 （日） 新しい風さとやま田植え

6/16-17 （土、 日） 那須塩原検診

6/23-24 （土、 日） 三郷検診

6/24 （日） 我孫子元気フェスタ出店

6/21 （木） 茨城県生協連合総会

　　　　　　　　千葉県生協連合総会

5/27 （日） 甲状腺検診 （日立）

【100 名の総代の皆さまへ】
封筒で「総代会関係書類」一式
をお届けしています。

「総代招集通知」、「総代証明書」、
「議案書」、「交通費実費精算書」、
欠席の場合の「書面議決書」など、
総代会での重要書類が入ってい
ます。

総代さんへ総代会関係書類と同封して配布して

います。 ご希望の組合員さんへもお渡ししてい

ますので、供給担当までお申し付けください !(^^)!
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第 75 回　脱原発と暮らし見直し委員会　報告

2018 年 5 月 7 日 ( 月 )　常総生協本部組合員室　13 時半～ 16 時　組合員 13 人参加。
　チーム活動報告のほか、東海第二原発の火山に対するリスクや東海再処理施設の安全対策、安定ヨウ素
剤の自主配布活動などについて意見交換しました。琉球大学の故・野原千代さんの研究活動を支援するた
め、研究室に寄付の募集を検討中です。

★チーム活動報告
○市町村のセシウム測定データ収集

年度が変わったせいかデータの公表が遅れています。厚生省などの発表では、タケノコやフキノトウなど
の山菜に全国で検出があります。

○ DVD 貸出
Newsletter5 月 2 回に感想、5 月 5 回に貸出リストを掲載しました。貸出管理の新システムにご理解をい
ただくために説明書の配布を検討しています。

○土壌調査
先月、守谷市の個人宅で採取・計測を行いました。雨水桝の下などで高い値が検出されました。6 月に取
手での調査を予定しています。取手地区で調査を希望される方は生協までお申し出ください。

（補足情報）

　常総生協の活動を医学的見地から支えてくださっている埼玉県の開業医、児玉順一先生は、今全国を飛
び回って放射能の健康への影響を説いています。青森の後、４月３０日には、石川県七尾市で講演されま
した。大変盛況で中日新聞も取材記事を掲載したそうです。この後、北海道でも講演会が予定されています。

★次回は、 総代会との関係から少し遅めの 6/11( 月 )13 時半～ 16 時 （生協本部） の予定です。 委員会はどなた

でも自由に参加できます。 関心のある方はお気軽にお越しください。

　総代会保育ボランティア　※お手伝いいただける方募集しています。 是非お願いします。

□ 総代会傍聴参加（10:00 ～ 13：00）※ 9:30 ～ 10：00 までにおいで下さい

□ 組合員交流会（おしゃべり会）＆鈴木牧場牛乳お披露目会参加（13:00 ～ 15:00）

□ 総代会保育ボランティア可（9:30 ～ 13:00 の間）

コース名　　　　　　班名　　　　　　　　　お名前　　　　　　　　　　　　　　

電話番号　　　　　　　　　　　　

交通手段　　□自家用車（駐車場必要）　□公共交通機関　□その他

6/9 （土） 総代会 ・ 交流会参加 ・ ボランティア申込

キリトリ

　総代会 ・ 交流会 参加申込

（日時）2018 年 6 月 9 日（土）10：00 ～ 13：00
　　　　13：00 ～ 15：00 地域組合員交流会＆鈴木牧場牛乳お披露目会

（場所）取手ウェルネスプラザ　多目的ホール
　　　（茨城県取手市新町 2-5-25）　

★ 13 ： 00 ～ 15 ： 00 にお昼ご飯 （お弁当は生協で

手配します。 午後だけ参加の人は出ません） を食

べながら、 鈴木牧場牛乳完成お披露目会と各地区

組合員交流会 （おしゃべり会） を予定しています。

総代さんでない組合員さんも是非いらしてください。

常総生協第 45 回通常総代会へぜひいらしてください !!
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【次週商品カタログ予告】

６月２回カタログで「かわばた園（静岡県清水）」の新茶が登場します。

　3 月末にお知らせした大石製茶さんの廃業に伴い、新茶シーズンの 5 月に日本茶の企画がカタログに載ら

ず組合員の皆さんにはご迷惑をおかけ致しました。

　この間、新しいお茶の生産者を見つけるために現地を訪問し、栽培方法はもちろん生産者の考え方も伺い

ながら今後お付き合いをしてゆく産地を探してきました。その中で出会った「かわばた園」の新茶が来週配

布の６月２回カタログでついに登場します。今回は予告編として、新しい生産者となる「かわばた園」につ

いて訪問した感想も含めてご紹介させていただきます。

　「かわばた園」は周囲を山に囲まれた静岡市清水区の北部、小
こ う ご う ち

河内という地区に
ある個人のお茶農家さんです。小河内は 20 戸ほどの小さな山あいの集落で、共
同で沢の水を生活水として使っているとても水のきれいな所です。そんな自然豊
かな場所で、昭和 40 年代の後半から親子３代に渡り無農薬のお茶の栽培を続け
ています。現在は父である佐

さ と う み ち と

藤陸人（写真右）さんと後継者となる息子の寛
ひろゆき

之（写
真左）さんの二人で先代から受け継いだ畑を守り、無農薬茶の栽培を行っています。
　

　　一般的には、お茶の畑というと広い場所に新緑の茶畑が広がっているイ
メージがありますが、かわばた園の茶畑はそのイメージとは全く異なります。
転げ落ちそうになるくらいの急斜面をトラックで登り切った山頂付近の木々
に囲まれた場所にその茶畑は点在しています。
　収穫や手入れの作業を考えると圧倒的に効率も悪く、使いづらい場所なの
ですが、「敢えてこういう場所を選んで作っているんだよ」と陸人さんは言い
ます。作業の効率よりも、他の園地からの農薬の飛散などを考えた結果、自

然とそうなったそうです。自分で使わないのはもちろんですが、飛散のリスクまで考えているという部分か
ら真面目な佐藤さんの人柄が感じられます。無農薬で栽培するため畝間には雑草がたくさん生えてくるので
すが、もちろん除草に関しても農薬は使わず手作業（たまに刈払機）で行っているため非常に手間がかかり
ます。ですが、それが当たり前だと思っているから苦に感じたことはないと言い切る言葉からも美味しくて
安全なお茶を飲んでもらいたいという佐藤さんの想いが伝わってきます。

　また、かわばた園は個人の茶農家としては珍しく自前の茶工場を持ち、栽培から最終的な製品化まで自分
たちで行います。これも、無農薬で手間ひまかけて栽培した自分たちの
お茶に他の園地の茶葉が混入することを無くしたいというこだわりから
行き着いた結論だそうです。お茶の評価基準は見た目が重視されるのが
一般的ですが、佐藤さんは違います。最も重視しているのは「味」。飲ん
だ人が美味しいと感じてくれる事が大切と加工にも一切の妥協はありま
せん。

　今年から息子さんが本格的にお茶の栽培に携わるようになり、安心なお茶をもっとたくさんの人に飲んで
もらいたいと少しずつ栽培面積を広げている途中との事でした。慣行栽培では苗木を植えて２～３年で収穫
できるまでに育ちますが、無農薬・無化学肥料で栽培しているため成木になるまでには 10 年近く（慣行栽
培の 3 倍程度）時間がかかります。若い後継者が、父の意志を継いで無農薬茶の栽培を続けてくれる事に期
待して、生協としても一緒に歩んでいけたらと思います。

かわばた園の茶畑

計量しながら梱包を行う機械
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　国内のお茶の生産量は横ばいを辿っていますが、その用途の内訳は簡便なペットボトル飲料向けが大きく
増えている＝急須でお茶を淹れる人が少なくなっているのが現状です。ですが、お茶の楽しみの一つはお湯
を注いで茶葉が開くまでの間、その香りや時間をゆっくりと感じ忙しい日常にひと時の休息を持つ事ではな
いでしょうか。洗わずに直接お湯を注いで飲むお茶だからこそ、安心して飲める無農薬栽培が基本だと考え
ます。淹れた後の茶葉も茶飯にしたり、天日で乾燥させて脱臭剤の代わりに使ったりとその用途は多岐に及
びます。農薬・化学肥料を使わない、生命力に溢れた「かわばた園」のお茶をぜひご利用ください。

★次週の商品カタログ掲載（16P）６月２回企画予定の商品★

NO.719 上煎茶　NO.401 くき茶　NO.402 粉末煎茶　NO.404 紅茶（ティーバッグ）

仲間づくりへご協力お願いします !(^^)!　（供給部）


